
第１７回検討会における委員等の発言の要旨

区分 発言内容
生物多様性を豊かにするためにこういうことをやるといった突っ込みが不十分
生物多様性の指標をどのように使えるかが今後の課題
生物多様性を保全するためにはどんな活動が必要なのかが具体的に分かると良い
画一的な指標の開発は困難。むしろローカルな取組や指標による評価をすべき
指標が、納税者に対する説明にも使えるようにすべき

モニタリング 指標による調査ではベースを把握したうえでのモニタリングが重要

農地・水・環境保全向上対策が5年目であり、生産者自らが生き物を調査、モニタリング
し、何をすべきか主体的に判断できる力量を持つように導くべき
23年度からの環境保全型農業直接支払では支援対象となる営農の広がりを持たせるべ
き
ポスト2010年目標では生物多様性の保全を奨励する政策が求められており、これまでは
農薬を半減するなど環境負荷を削減することが主だったが、生物多様性自身を守る活動
に対価を支払うことが求められているのではないか。

生物多様性と営農、
生産の安定

営農、生産の安定のためにも生物多様性が必要であるという視点に注目すべき

政策の国民への説
明

政策として税金を使うためには納税者に対して、専門家でなくてもわかるような情報提供
が必要

多様性の評価
科学的な指標だけではすべてを評価はできない。生産者も生きものへのまなざしを取り
戻す必要がある

多様性の経済的評
農林水産業によって維持される二次的自然を維持するため、かかっているコストをだれ
がどう負担するのか検討するためには 生物多様性の経済的価値をきちんと示すことが

仕組み・政策づくり

施策の実施と効果、
指標の利用

資料３

価
がどう負担するのか検討するためには、生物多様性の経済的価値をきちんと示すことが
国民への説明責任

生産性の効率化を求める再生プランと生物多様性保全は両立しうるのか。森林によって
生物多様性をしっかり守るところと、生産性を上げるところをゾーニングしていくべき
生産をする山には間伐などきちっと手が入るべき。

人工林の考え方
人工林だってこれだけ多様性があるという言い方はよいが、人工林を多様性豊かな森に
というのはないだろう

漁法の見直し
農業で農法による生物多様性への影響がどのようになるのか議論が必要とされるよう
に、漁法についても見直しの議論が必要

沖合と沿岸の関係 海の中でも、沖合と沿岸部のインターリンケージを考えることが大事

養殖の技術開発
日本の近海、沿岸で養殖に関する技術開発が前向きに取り組まれていることをもっと国
民に向けてPRすべき

漁獲量と生物多様
性の関係

沿岸の漁獲量の減少と生物多様性の減少がパラレルの関係にあるかどうか検証が必要

戦略の見直し方法 事務局から方向性を提案すべき

森林・林業再生プラン


